
港   湾   局 

 

第１ 審 査 の 概 要 

  １  審査の対象 

  （１）一般会計 

  （２）財  産 

 

  ２  実地審査場所 

      港 湾 局 

 

  ３  審査の方法 

      知事から提出された歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書及び

  財産に関する調書について、港湾局執行分を審査した。 

   審査に当たっては、 

  （１）決算計数は、正確であるか 

  （２）予算の執行は、適正かつ効率的になされているか 

  （３）財産の取得、管理、処分は、適正に処理されているか 

  などに主眼を置き、決算書等及び証拠書類の照合等を行うとともに、関係部局から決算について

  の説明を聴取するなどの方法により審査を実施した。 

 

第２ 審 査 の 結 果 

 １ 決算計数について 

      審査に付された一般会計の歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調

書の計数は、誤りのないものと認められる。 

なお、財産に関する調書の計数については、次のとおり、その一部に誤りが認められた。 

 （１）財産管理 

   ア 公有財産について 

   ＜土  地＞ 

（ア）土地３５０．７３ｍ２ 

 （八丈島空港拡張整備事業用地７３．７２ｍ２ 

 及び大島空港拡張整

備事業用地２７７．０１ｍ２ 

 ）が過大に登載されている。 

   （イ）土地９万７，７２４．０３ｍ２ 

 （辰巳の森海浜公園用地８万２，７７８．０３ｍ２ 

 及び水

の広場公園用地１万４，９４６．００ｍ２ 

 ）が登載漏れとなっている。 

   ＜建  物＞ 

   （ア）建物１６ｍ２ 

 （大井ふ頭中央海浜公園管理棟）が過大に登載されている。 
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（イ）建物９７９．２７ｍ２ 

 （有明サービスセンター売店１７３．８２ｍ２ 

 及び波浮港格納庫

１９．２５ｍ２ 

 、岡田港ほか２港の日除施設７８６．２ｍ２ 

 ）が登載漏れとなっている。 

＜無体財産権＞ 

    （ア）著作権１件（東京港便覧）が登載漏れとなっている。 

  

   イ 物品について 

    （ア）物品１点（朝潮ふ頭焼却炉）が過大に登載されている。  

 

２ 事業執行等について 

   特に意見を付する事項はない。ただし、収入未済については、〔第２  審査の結果  ２  事業執

行等に関する意見（全体意見）〕のとおりである。 

 

第３ 決 算 の 概 要 

 １ 歳入歳出決算の状況 

 （１）一般会計 

   ア 歳 入                               （単位：千円、％） 

科 目（款） 予 算 現 額 収 入 済 額 比較増（△）減額 収 入 率

分担金及負担金        1,167,428        1,986,577           819,149 170.2 

使用料及手数料       2,724,716        2,670,743 △        53,972 98.0 

国 庫 支 出 金       26,396,434 19,559,420 △     6,837,014 74.1 

財 産 収 入 354,680          217,663 △       137,016 61.4 

繰  入  金        3,484,208        1,233,561 △     2,250,646 35.4 

諸  収  入        6,642,235        6,045,563 △       596,671 91.0 

計       40,769,701 31,713,529 △     9,056,171 77.8 

 

    歳入は、第６款分担金及負担金ほか５款であり、予算現額４０７億６，９７０万余円、収入

   済額３１７億１，３５２万余円、比較減額９０億５，６１７万余円、収入率７７．８％である。 

    歳入の主な内容は、 

・使用料及手数料のうち、港湾施設等の港湾使用料         ２６億７，０６９万余円 

・国庫支出金のうち、地方港湾整備費等の港湾費国庫補助金    １２２億１，０５４万余円 

・諸収入のうち、財団法人東京港埠頭公社に対する港湾費貸付金元利収入 

    ３３億９，６０５万余円 

である。 

        また、第７款使用料及手数料（項：使用料）において、不納欠損額（１，５７３万余円）及

び収入未済額（１，４６４万余円）が、第１２款諸収入（項：延滞金及加算金、項：雑入）に
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おいて、不納欠損額（１，２８１万余円）及び収入未済額（１,６０２万余円）が生じている。 

 

     イ  歳 出                              （単位：千円、％） 

科 目（款） 予 算 現 額 支 出 済 額 翌年度繰越額 不 用 額 執 行 率

港 湾 費 76,108,481   58,869,006 9,953,003 7,286,471     77.3 

諸 支 出 金         1,360        1,357            0           2     99.8 

計 76,109,841 58,870,363   9,953,003 7,286,474     77.3 

 

    歳出は、第１１款港湾費及び第１７款諸支出金の２款で４項１９目に区分し執行しており、

   予算現額７６１億９８４万余円、支出済額５８８億７，０３６万余円、翌年度繰越額９９億５，

   ３００万余円、不用額７２億８，６４７万余円、執行率７７．３％である。 

     

    主な執行内容は、 

      ・東京港の建設整備に要したもの 

     （項）東京港整備費   （目）港湾整備費         １０８億９，４６７万余円 

      ・廃棄物処理場の建設整備に要したもの 

     （項）東京港整備費   （目）東京港廃棄物処理場建設費  １０８億７，６４５万余円 

   ・海岸保全施設の建設整備に要したもの 

     （項）東京港整備費   （目）海岸保全施設建設費       ５１億６，８７７万余円 

      ・伊豆諸島等の港湾整備に要したもの 

     （項）島しょ等港湾整備費（目）港湾整備費           ８７億８，９５４万余円 

   ・伊豆諸島等の漁港の建設整備に要したもの 

     （項）島しょ等港湾整備費（目）漁港整備費           ６２億３，０９８万余円 

   である。 

        翌年度繰越額は、繰越明許費９９億５，３００万余円で、主な内容は、島しょ港湾整備に係

る５８億６，８７５万余円及び東京港港湾整備に係る４０億８,４２４万余円である。 
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  ２  財産の管理状況 

     ア 財 産 

区   分 平成１６年度末現在高 平成１５年度末現在高 増（△）減 

１ 公有財産 

      土     地 

      建     物 

      動産（船  舶） 

 

          （浮  標） 

          （浮桟橋） 

      無 体財産権 

      有 価 証 券 

 

      出資による権利 

２ 物  品 

３ 債  権 

7,252,010.92 ｍ２

         224,140.82 ｍ２

        １８ 隻

  (4,164.41総トン)

６６ 個

５８４ 個

著作権         １ 件

株券 

  38,619,416,500 円

    6,441,400,000 円

           ２８１ 点

   41,263,539,461 円

     6,973,575.08 ｍ２       278,435.84 ｍ２

        222,456.23 ｍ２ 

       １８ 隻

  (4,164.41総トン)

             ６４ 個

           ５８４ 個

著作権         ０ 件 

株券 

   38,342,416,500 円

    6,441,400,000 円

           ３０１ 点

   43,150,715,575 円

       1,684.59 ｍ２

         ０ 隻

  

             ２ 個

             ０ 個

        １ 件

 

    277,000,000 円

               0 円

 △         ２０ 点

△ 1,887,176,114 円

 

          港湾局で所管している財産は上表のとおりであり、その主な増減事由は 

 

          ・土地の増加は、海上公園敷地（５万５，０１６．３５ｍ２）の臨海地域開発事業会計から

の所管換によるもの 

       ・建物の増加は、海上公園施設（８７８．６２ｍ２）の臨海地域開発事業会計からの所管

換によるもの 

   ・有価証券（株券）の増加は、株式会社ゆりかもめに対する出資によるもの 

   ・債権の減少は、財団法人東京港埠頭公社に対する貸付金の減少（１８億８，７０２万余

円）によるもの 

         である。  

 

      イ  債権のうち貸付金の年度末残高                                       （単位：千円） 

貸付金の種類（名称） 平成１６年度末残高 滞納（収入未済）額 

 東京港埠頭公社貸付金        ４１，１９５，１３８                   ０ 
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